
講義 H.23後期
学習教育

目標
 M,D,C  村上　真理
  E,S 　能登路純子

必修 １単位 4
M,D,C  MURAKAMI Mari
E,S 　 NOTOJI Junko

参観

×

×

学科
学年

後期中間試験

Lesson 8  The Emerald Isle    TOEIC Bridge　演習

英検準２級程度の総合問題が７割程度理解できるようになること。基本的な
学習習慣と英語学習に対しての積極的な学習態度を身につける。

Power On  EnglishⅠ(東京書籍)、ワークブック、COCET3300(成美堂)
TOEIC Bridge公式ワークブック(TOEIC運営委員会)
レッスンの内容に応じて、ＣＤやビデオなどの視聴覚教材

全学科
１年

第 2回

科目目標
（到達目標）

教科書
器材等

（授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。）

概　要

授業計画

第14回

本講義は、中学英語の復習をしながら高校英語への橋渡しをするとともに、リー
ディング、ライティング、リスニング、スピーキングの４技能をバランスよく高
校で要求されるレベルまで引き上げる。このために、辞書の引き方、予習・復習
の仕方などの基本的な学習方法を身につけさせ、積極的に学習する態度を育成す
る。なお、中心となる教材は　　前期の総合英語Ａの教科書の後半部分である。

Lesson 10　Pay It Forward

Lesson 8  The Emerald Isle    TOEIC Bridge　演習

オリエンテーション　課題確認　Lesson 8  The Emerald Isle

Reading

Reading

Lesson 10　Pay It Forward

Lesson 9　Matsui Hideki on the World Stage    TOEIC Bridge　演習

Lesson 9　Matsui Hideki on the World Stage    TOEIC Bridge　演習

Lesson 9　Matsui Hideki on the World Stage    TOEIC Bridge　演習

Lesson 10　Pay It Forward

第12回

第10回

Lesson 10　Pay It Forward第11回

更新履歴

科目
分類

担当

総合英語Ｂ

General English B

後期末試験第15回

第 9回

Reading

 20110930　更新

第 1回

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

第 7回

第 8回

授業アンケー
トへの対応

備　考

第13回

各担当者より、第１回のオリエンテーション時に説明する。

板書や視聴覚機器を適切に活用して解説することができるように心掛ける。

学習集団の学習意欲や能力に応じて、進度や授業内容を適宜変更する場合が
ある。

オフィス
アワー

定期試験および随時実施する小テスト等の成績による評価（８０％）
(TOEIC Bridgeのスコアを1/3にして成績に入れる)
授業への積極的参加態度、提出物の内容による評価（２０％）
(COCET 3300の後期累計200ポイントは提出物に入れる)

評価の基準と
方法

関連科目 総合英語Ａ、英語Ｃ、英語Ｗ


